
  

令和 7年 11月 20日 

「万博活用戦略」総括レポート 

～拡張万博がもたらした挑戦とその軌跡～ 

 

近畿経済産業局では、大阪・関西万博を、関西の魅力と産業ポテンシャルを

世界に発信する絶好の機会と捉え、「空間」「時間」「テーマ」の拡張を掲げた「拡

張万博」という概念のもと、万博の力を活用した関西の産業振興を推進してきま

した。この取組を総称して「万博活用戦略」と呼称し、様々な活動を展開していま

す。 

 このたび、「万博活用戦略」に基づいた各種取組が、大阪・関西万博の開催を

契機にどのような成果をもたらしたかを整理しました。 

 

１．「万博活用戦略」とは 

「万博活用戦略」とは、大阪・関西万博を単なるイベントにとどめず、地域経済や

産業の活性化につなげるための戦略です。2019 年度以降、近畿経済産業局では

「拡張万博」という概念のもと、以下の 3 つの軸で万博の開催効果の拡大を図って

きました。 

 

(1) 空間的拡張 

万博と連携した活動を関西一円のみならず全国に拡張する 

(2) 時間的拡張 

2025 年の万博会期中だけではなく、会期前から万博が終わった後も続くよう

な活動を推進する 

(3) テーマの拡張 

「いのち輝く未来社会」や「SDGs・Society5.0」といった万博のテーマやコンセ

プトを様々な自身の活動として表現する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．本資料の内容 

近畿経済産業局では機運醸成活動をはじめ、万博に関連する地域の活動を整

理したガイドブック『360°EXPO 拡張マップ』の作成や、万博をマイルストーンとした

当局独自の事業展開を図ってきました。 

本資料では、プロジェクトごとの概要を振り返り、それらが万博の開催を契機にど

のような成果をもたらしたかを整理するとともに、今後の展望についてもまとめてい

ます。 

 

（1）機運醸成活動 

2019 年度以降、万博の認知度向上と参加者の裾野拡大を目的に、セミナー・フ

ォーラムに加えワークショップや各種イベントを開催しました（全 216件）。 

このうち企業・団体向け 171 件、教育機関向け 34 件と、産業界と次世代人材双

方にアプローチしました。 

 

（2）『360°EXPO拡張マップ』 

   自治体や団体による万博を活用した取組事例を 38 事例収集し、『360°EXPO 拡

張マップ』としてとりまとめました。 

 当該マップは「誘客」、「取引拡大」、「国際交流」、「Society5.0」、「SDGｓ」、「共創

イノベーション」の 6 つの目的別に分類しており、今回のまとめにあたって代表的な

7事例を抜粋し、成果と今後の展望を掲載しました。 

  

 ＜代表的な 7事例＞ 

① 世界遺産登録でつながる近隣市町との連携による新たなツアーの造成（滋賀県彦根市）

② コウカ EXPO（滋賀県甲賀市） 

③ 大阪・関西万博を見据えたフランスとの地域資源型・国際交流事業（兵庫県三木市） 

④ ＳＥＮＢＯＫＵスマートシティコンソーシアム（大阪府堺市） 

⑤ 食品ロス削減マッチングサービス「Utteco Katteco by タベスケ」（兵庫県姫路市） 

⑥ ひらかた万博 ～みんなで創ろう！この街の未来～（大阪府枚方市） 

⑦ けいはんな万博 2025（けいはんな学研都市） 

 

（3）当局が実施した 1２のプロジェクト 

   近畿経済産業局では、万博をマイルストーンとする 12のプロジェクトを展開し、万

博を契機に各施策を着実に進め、次のステージへ発展させる取組を進めています。 

 

① 地域一体型オープンファクトリー 

② 関西・共創の森 

③ 地域ブランド支援 



 

④ インバウンド促進・海外企業と関西企業の協業促進 

⑤ 海外企業とのビジネス連携の促進 

⑥ XR活用促進 

⑦ 関西 eVTOL社会実装推進会議 

⑧ 万博を契機とするコンテンツ・ものづくり産業の振興 

（Japan Expo Paris in Osaka2025の開催） 

⑨ 関西ものづくり新撰 2025 事業化支援 

⑩ スタートアップ支援（Global Startup EXPO 2025） 

⑪ 知財ビジネスアイデア学生コンテスト最終審査会の開催 

（特許庁「明日を変える知財のチカラ」 ステージイベントへの出展） 

⑫ サーキュラーエコノミー実現に向けた取組－Rethink Designプロジェクト－ 

 

３．今後の展望 

近畿経済産業局では、大阪・関西万博を契機に取り組んだ施策を万博終了後も

継続・発展させ、関西産業の競争力強化と持続的な成長につなげていきます。  

また、万博プロジェクトの推進過程で構築した様々なステークホルダーとの連携

やネットワークを活かし、新たなイノベーションの創出と地域全体の価値向上に向

けた取組を推進することで、関西の持続的な発展を目指します。 
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